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埴谷雄高『死霊ｊ論 その構想の検討
武
者
小
路
実
篤
「
わ
し
も
知
ら
な
い
」
ｓ
中
央
公
論
』
一
九
一
四
年
一
月
号
）
は
、
釈
迦
と
日
蓮
の
問
答
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
戯
曲
で
あ
る
。
一
方
で
、
釈
迦
と
大
雄
の
対
話
を
結
末
部
の
近
く
に
据
え
る
構
想
を
持
っ
て
い
た
の
が
、
埴
谷
雄
高
の
『
死
霊
」
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
一
九
三
○
年
代
前
半
に
原
初
の
着
想
が
築
か
れ
、
一
九
九
七
年
の
作
者
の
逝
去
に
よ
っ
て
未
完
に
終
わ
っ
た
。
雑
誌
『
近
代
文
学
』
で
の
連
載
開
始
は
一
九
四
六
年
一
月
の
創
刊
号
か
ら
で
、
以
後
、
長
期
の
断
絶
や
発
表
舞
台
の
変
更
を
含
み
な
が
ら
も
、
断
続
的
に
五
○
年
も
の
長
き
に
渡
っ
て
持
続
し
た
。
当
初
の
構
想
に
遡
る
な
ら
ば
、
六
○
年
近
く
の
持
続
力
を
誇
っ
た
稀
有
な
作品である。
埴
谷
雄
高
は
至
る
所
で
『
死
霊
」
の
構
想
を
公
表
し
て
い
る
。
夙
に
真
善
美
社
版
『
死
霊
」
二
九
四
八
年
一
○
月
）
の
「
自
序
」
で
、
こ
の
よ
埴
谷
雄
高
「
死
霊
」
論
ｌ
そ
の
構
想
の
検
討
は
じ
め
に
続
篇
の
構
想
の
発
表
は
、
対
談
や
座
談
会
で
相
手
の
質
問
に
答
え
る
形
で
述
べ
た
も
の
が
多
い
。
そ
の
傾
向
が
顕
著
に
な
る
の
は
、
一
九
六
○
年
代
後
半
か
ら
で
あ
る
。
当
時
は
、
一
九
七
五
年
の
『
死
霊
』
五
章
発
表
前
夜
に
あ
た
り
、
着
想
か
ら
執
筆
に
推
移
し
た
頃
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
埴
谷
雄
高
研
究
の
黎
明
期
に
相
当
し
、
理
解
者
が
漸
増
し
始
め
た
時
期
で
も
あ
る
。
即
ち
、
「
死
霊
』
再
開
の
陰
に
は
、
自
身
を
取
り
巻
く
環
境
の
発
展
う
に
述
べ
て
い
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
似
た
美
し
い
白
い
雪
を
か
む
っ
た
そ
の
高
山
へ
辿
り
着
い
た
釈
迦
は
深
く
暗
い
洞
窟
の
な
か
へ
大
雄
の
前
ま
で
静
か
に
進
ん
で
ゆ
く
。
…
：
。
こ
れ
が
私
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
冊
発
点
で
あ
る
。
こ
の
釈
迦
と
大
雄
の
対
話
の
章
は
作
中
人
物
が
語
る
一
つ
の
物
語
と
し
て
こ
の
作
品
の
最
後
近
く
現
れ
る
筈
で
あ
っ
て
、
こ
の
作
品
全
体
の
観
念
の
中
心
を
な
し
て
い
る
。 田
辺
友
祐
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『
死
霊
』
が
未
完
成
に
終
わ
る
で
あ
ろ
う
と
の
予
測
も
、
晩
年
の
埴
谷
雄
高
が
随
所
で
述
べ
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
、
五
日
間
の
出
来
事
を
描
く
と
予
告
さ
れ
て
い
る
。
最
終
章
の
九
章
は
、
ま
だ
三
日
目
の
昼
に
過
ぎ
な
が
あ
っ
た
。
こ
れ
以
後
、
晩
年
迄
、
『
死
霊
」
の
腹
案
が
語
り
続
け
ら
れ
る
。
当
初
の
予
定
は
全
三
○
章
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
次
第
に
縮
小
さ
れ
て
い
く
．
そ
し
て
、
’
九
九
五
年
に
九
章
「
《
虚
体
〉
論
ｌ
大
宇
宙
の
夢
」
を
発
表
し
た
二
年
後
、
作
家
は
逝
去
し
た
。
九
章
と
「
九
章
未
定
稿
」
を
以
て
完
成
し
た
と
捉
え
る
意
見
も
あ
る
が
（
大
江
健
三
郎
「
『
死
霊』の終わり方」「群像』一九九九年四月号）、本稿では未完と
見倣す。
『
神
聖
喜
劇
』
執
筆
時
の
大
西
巨
人
は
、
埴
谷
雄
高
と
次
の
よ
う
な
会
話
を
交
わ
し
た
と
い
う
。
二
人
と
も
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
小
説
が
終
わ
ら
ん
で
し
ょ
う
。
そ
したら、「僕の『死霊』は終わらせることができる。〈ある
朝
起
き
て
み
た
ら
皆
死
ん
で
い
た
〉
っ
て
書
け
ば
い
い
。
し
か
し
、
君
の
小
説
は
主
人
公
が
戦
後
に
生
き
と
る
こ
と
が
冒
頭
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
と
る
か
ら
、
死
ん
だ
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
ん
か
ら
、
こ
り
や
終
わ
り
よ
う
が
な
い
な
」
と
つ
同
・
笑
）
。
そ
れ
も
そ
う
だ
な
と
思
っ
て
。
と
こ
ろ
が
、
私
は
終
わ
っ
た
け
ど
、
あ
の
人
の
方
が
終
わ
ら
な
か
っ
た
。
（
大
西
巨
人
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
私
小
説
は
小
説
か
文
学
か
」
「
私
小
説
研
究
』
第
五
号
、
法
政
大
学
大
学
院
私
小
説
研
究
会
、
二
○
○
四
年三月）
『
死
霊
』
の
構
想
が
練
り
始
め
ら
れ
た
の
は
、
一
九
三
一
一
年
頃
で
あ
る
。
当
初
の
題
は
、
「
惟
観
る
人
」
（
秋
山
駿
・
埴
谷
雄
高
弓
死
霊
』
の
発
想
と
未
来
像
」
『
全
集
現
代
文
学
の
発
見
』
第
七
巻
月
報
「
學
藝
書
林
、
一
九
六
七
年
二
月
）
で
あ
っ
た
。
い
、
し
か
し
、
作
者
が
章
題
を
「
《
虚
体
》
論
ｌ
大
宇
宙
の
夢
」
と
命
名
し
た
の
は
、
こ
の
章
を
も
っ
て
大
団
円
を
迎
え
る
示
唆
に
な
っ
て
い
る
。
作
者
が
考
え
続
け
た
「
虚
体
」
の
集
大
成
が
、
最
終
章
に
込
め
ら
れ
た
。
一
○
章
以
降
の
内
容
も
明
か
さ
れ
て
は
い
る
が
、
遂
に
描
か
れ
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
「
死
霊
」
の
構
想
の
歴
史
を
辿
り
、
そ
の
変
遷
を
整
理
す
る
。
ま
た
、
執
筆
に
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
研
究
の
発
展
や
同
時
代
史
な
ど
の
諸
種
の
要
素
も
見
逃
せ
な
い
。
さ
ら
に
、
『
死
霊
」
の
作
者
と
読
者
に
は
、
一
方
通
行
で
は
な
く
双
方
向
の
関
係
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
通
じ
て
、
『
死
霊
』
の
一
側
面
を
照
射
す
る
。
私
の
内
部
で
思
索
と
文
学
的
想
像
力
の
ふ
し
ぎ
な
交
錯
が
は
じ
ま
っ
た
の
は
、
夏
の
七
月
、
鉄
格
子
の
は
ま
っ
た
高
窓
の
そ
と
に
は
ま
だ
青
空
が
覗
か
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
の
向
こ
う
で
は
嬉
戯
す
る
こ
ど
も
た
ち
の
騒
音
が
響
い
て
い
る
の
に
も
は
や
寝
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
ろ
か
ら
な
の
で
あ
っ
た
。
七
時
に
寝
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
か
ら
数
時
間
は
じ
っ
と
し
た
ま
ま
も
の
思
い
に
ふ
け
っ
て
い
る
不
眠
症
の
私
は
、
暗
い
頭
蓋
の
な
か
で
組
み
た
て
た
プ
ロ
ッ
ト
を
毎
日
わ
ず
か
ず
つ
展
開
し
て
ゆ
き
、
そ
の
な
か
の
諸
人
物
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字
引
で
「
惟
」
と
「
親
」
を
調
べ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
に
説
明されている。「惟」は、「もと『思う」意の動詞だが、単に思
う
の
で
な
く
一
事
を
思
う
こ
と
」
。
「
観
」
は
、
「
諸
侯
が
天
子
に
謁
見
す
る
」
、
ま
た
は
、
「
天
子
が
群
臣
に
会
見
す
る
」
意
味
で
あ
る
と
い
う
二
新
一九一一一二年五月から一年半の問、豊多摩刑務所に収監された
埴
谷
雄
高
は
、
の
ち
に
そ
こ
を
「
私
の
大
学
」
｛
あ
ま
り
に
近
代
文
学
的
な
」
『
文
學
界
」
一
九
五
一
年
七
月
号
）
と
名
付
け
た
。
例
え
ば
、
カ
ン
ト
『
純
粋
理
性
批
判
」
を
読
ん
で
驚
憎
す
る
な
ど
、
形
而
上
学
的
な
土
台
を
培
う
日
々
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
所
で
、
「
思
索
と
文
学
的
想
像
力
」
と
読
書
に
よ
っ
て
織
り
成
し
た
内
的
世
界
が
、
即
ち
「
死
霊
』
の
祖
型
で
あ
る。
は
じ
め
は
『
惟
観
る
人
』
と
い
う
題
が
頭
に
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
直
接
的
行
動
者
を
外
か
ら
た
だ
見
て
い
る
人
物
が
い
て
、
こ
の
人
物
が
自
分
の
一
歩
を
踏
み
だ
せ
ぬ
無
行
動
な
精
神
内
部
を
掘
り
下
げ
て
み
る
Ｉ
そ
う
い
う
形
に
し
て
対
立
面
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
ん
で
す
．
（ママ｝
第
三
章
で
筒
袖
の
健
坊
っ
て
い
う
一
種
暴
力
的
な
人
物
が
出
て
来
ま
すけど、これが原型の一部を残している・・…．。
（ヨ死霊』の発想と未来像」）
に
思
い
屈
し
た
観
念
を
負
わ
せ
る
と
い
う
作
業
を
開
始
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
な
か
に
は
、
留
置
場
で
強
烈
な
印
象
を
私
に
あ
た
え
たく私のガージン〉もまたいたのである。
二
影
絵
の
世
界
ご
明
解
漢
和
辞
典
こ
。
無
行
動
な
人
物
の
外
的
要
素
が
不
明
瞭
で
あ
る
た
め
に
、
「
親
」
を
用
い
た
妥
当
性
は
判
断
出
来
な
い
が
、
埴
谷
雄
高
に
は
難
解
な
漢
字
を
多
用
す
る
傾
向
が
あ
る
。
例
え
ば
、
未
來
社
か
ら
刊
行
し
た
評論集や対談集には、「濠渠」「彌撒」「微横」「鼈窟」「海嚥」
な
ど
の
難
読
な
熟
語
が
脹
溢
し
て
い
る
。
さ
て
、
「
〈
私
の
ガ
ー
ジ
ン
ヒ
か
ら
着
想
を
得
た
「
筒
袖
の
拳
功
」
は
、
し
か
し
、
描
か
れ
た
作
品
で
は
後
景
に
退
い
て
い
る
。
登
場
頻
度
は
僅
か
で
、
三
章
以
外
で
は
、
続
く
四
章
の
霧
に
覆
わ
れ
た
運
河
の
周
辺
で
の
極
め
て
朧
気
な
姿
を
、
三
輪
与
志
に
目
盤
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。
五
章
以
降
で
は
、
全
く
現
れ
な
い
。
作
者
の
自
己
解
説
に
よ
れ
ば
、
観
念
の
発
展
の
末
に
発
案
し
た
「
虚
体
」
を
作
品
の
主
軸
に
据
え
た
結
果
、
「
現
実
離
れ
し
た
非
現
実
世
界
を
思
考
実
験
だ
け
で
作
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
（
「
生
命
・
宇
宙
・
人
類
」
『
太
陽
』
一
九
九
二
年
六
月
号
）
と
い
う
。
そ
の
一
方
で
、
揺
藍
期
の
作
品
の
『
洞
窟
』
と
「
不
合
理
ゆ
え
に
吾
信
ず
」
に
は
、
「
筒
袖
の
拳
坊
」
が
担
っ
て
い
た
側
面
の
残
存
と
思
わ
れ
る
要
素
が
垣
間
見
え
る
。
ま
た
、
鹿
島
徹
『
埴
谷
雄
高
と
存
在
論
』
（
平
凡
社
、
二
○
○
○
年
一
○
月
）
で
、
「
死
霊
」
の
原
初
の
構
想
に
存
在
し
た
「
民
衆の暴力性」を重要視する視座が提出されている。暴力の希薄
化
は
、
「
社
会
革
命
」
か
ら
「
存
在
の
革
命
」
に
変
移
し
た
埴
谷
雄
高
の
姿
勢
の
投
影
で
あ
ろ
う
。
Ｍ
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
が
「
職
業
と
し
て
の
政
治
』
二
九
一
九
年
）
で
、
政
治
権
力
の
背
後
に
は
暴
力
が
控
え
て
い
る
と
指
摘
し
た
よ
う
に
、
埴
谷
雄
高
も
、
一
九
五
○
年
代
後
半
か
ら
量
産
す
る
政
治
評
論
で
、
政
治
に
潜
む
暴
力
を
批
判
し
て
い
る
。
「
死
霊
」
五
章
で
も
、
青
年
時
代
の
「
社
会
革
命
」
と
の
訣
別
を
文
学
的
に
昇
華
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
暴
力
を
体
現
す
る
予
定
で
あ
っ
た
「
筒
袖
の
拳
坊
」
の
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後
退
に
よ
っ
て
、
『
死
霊
』
の
観
念
性
が
極
め
て
高
く
な
っ
た
。
「
筒
袖
の
拳坊」と入れ替わるように、三輪与志ら四兄弟が重要人物とし
て
造
形
さ
れ
た
。
四
人
兄
弟
と
い
う
設
定
は
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』
の
影
響
で
あ
る
と
と
も
に
、
膨
張
し
た
異
な
る
思
考
を
整
理
す
る
工
夫
で
も
あ
る
。
一
九
三
○
年
代
後
半
に
、
喫
茶
店
で
『
死
霊
』
の
構
想
を
聞
い
た
平
野
謙
は
、
「
実
に
馬
鹿
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
奴
だ
と
哀
れ
む
ふ
う
に
私
を
眺めた」（「なぜ書くか」『群像』一九四九年三月号）とされる。
「戦争中のことｌ平野謙の追想」（「文藝」一九七八年六月号一
で
は
、
「
全
否
定
者
と
肯
定
者
の
対
話
と
い
っ
た
妄
想
に
つ
い
て
の
興
味
を
も
そ
こ
に
示
し
な
が
ら
、
彼
は
最
後
ま
で
聞
い
て
い
た
」
と
補
足
し
て
い
る
。
な
お
、
埴
谷
雄
高
に
よ
れ
ば
、
平
野
謙
が
構
想
の
「
最
初
の
聞
き
手
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
構
想
が
作
品
に
結
実
す
る
迄
に
は
、
短
篇
『
洞
窟
』
と
断
片
集
『
不
合
理
ゆ
え
に
苔
信
ず
』
、
さ
ら
に
、
二
冊
の
翻
訳
と
一冊の美術評論を挟まなければならない。
こ
の
作
家
が
、
自
身
も
体
験
し
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
の
転
向
の
時
代
か
ら
、
終
戦
に
い
た
る
ま
で
の
険
し
く
長
か
っ
た
歳
月
を
、
そ
の
暗
い
体
験
に
根
ざ
し
た
諸
観
念
の
も
っ
ぱ
ら
抽
象
的
思
弁
的
展
開
に
よ
っ
て
つ
く
り
だ
す
独
自
な
形
而
上
学
に
よ
っ
て
し
の
い
で
き
た
こ
と
、
つ
ま
り
、
そ
こ
だ
け
へ
は
い
か
な
る
外
的
強
制
も
手
を
ふ
れ
さ
せ
ぬ
内
的
拠
点
と
し
て
自
我
の
思
弁
を
強
化
し
て
き
た
こ
と
、
こ
の
こ
と
こ
そ
「
死
霊
」
に
お
い
て
の
観
念
の
異
常
な
強
さ
と
な
っ
て
現れたのであった。
（
小
田
切
秀
雄
「
文
学
の
歩
み
」
『
新
日
本
文
学
」
一
九
四
九
年
七
月
『
不
合
理
ゆ
え
に
吾
信
ず
』
に
用
い
ら
れ
た
幾
つ
か
の
筬
言
や
語
彙
は
、
『
死
霊
』
に
も
転
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
自
身
初
の
刊
行
物
と
な
っ
た
「ダニューブ』の邦訳については、「この本を翻訳するうちに自
分
の
文
体
が
で
き
た
」
（
白
川
正
芳
『
埴
谷
雄
高
の
肖
像
営
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
○
○
四
年
一
一
月
）
と
証
言
し
て
い
る
。
戦
時
下
に
『
死
霊
』
を
作
品
化
出
来
な
か
っ
た
の
は
、
時
局
の
激
化
、
発
表
舞
台
の
消
滅
、
構想の未成などの理由が考えられる。
さ
て
、
『
死
霊
』
の
当
初
の
予
定
は
全
三
○
章
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
一九八三年には一五章（座談会「「死霊』の展開」『現点』創刊
号
、
一
九
八
三
年
二
月
）
、
一
九
九
一
一
年
に
は
九
章
（
対
談
『
生
命
・
宇
宙
・
人
類
乞
と
、
次
第
に
規
模
を
縮
小
し
て
い
く
。
一
九
九
五
年
の
九
章
発
表
後
に
数
回
に
渡
っ
て
発
表
さ
れ
た
ヨ
死
霊
』
断
章
」
は
、
九
章
の
続
篇
で
は
な
い
。
『
死
霊
』
の
諸
要
素
の
断
片
化
で
は
あ
る
が
、
三
輪
与
志
や
津
田
安
寿
子
の
よ
う
な
登
場
人
物
も
お
ら
ず
、
内
容
的
に
も
断
絶
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
九
章
未
定
稿
」
も
、
九
章
本
体
の
末
部
と
の
連
続
性
に
欠
け
て
い
る
。
こ
の
未
定
稿
の
問
題
は
、
立
石
伯
「
小
説
の
封
印
ｌ
埴
谷
雄
高
「
死
霊
」
の
〈
未
完
〉
に
関
す
る
覚
書
ｌ
」
（
『
星
雲
一
第
三
十
号
、
一
九
九
八
年
二
月
）
で
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
『埴谷雄高全集』未収録の座談会「『死霊』の展開」では、七
章
「
最
後
の
審
判
」
と
最
後
の
場
面
に
つ
い
て
の
詳
細
な
計
画
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
九
八
○
年
代
か
ら
は
、
『
死
霊
』
は
未
完
成
に
終
わ
る
で
あ
ろ
う
と
の
発
言
を
行
な
う
よ
う
に
な
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
六
○
年
代
後
半
か
ら
七
○
年
代
前
半
に
「
レ
イ
テ
戦
記
』
「
豊
号
、－〆
６８
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埴谷雄高『死霊」論一その柵想の検簡
焼
の
海
』
『
青
年
の
環
』
『
富
士
』
『
死
の
島
』
と
い
っ
た
長
篇
が
相
次
い
で
完
成
し
た
が
、
『
停
れ
る
時
の
合
間
に
』
と
『
死
霊
』
は
、
こ
れ
ら
と
歩
調
を
同
じ
く
せ
ず
、
独
自
の
道
を
進
ん
だ
。
も
っ
と
も
、
一
九
七
○
年
代
に
両
作
品
が
長
い
沈
黙
を
破
っ
た
背
景
に
は
、
右
の
諸
作
品
の
完
成
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
最
終
章
と
な
っ
た
九
章
の
着
想
を
初
め
て
披
瀝
し
た
の
は
、
対
談
二
宇
宙
的
思
惟
芒
（
『
週
刊
読
書
人
』
一
九
七
五
年
七
月
一
四
日
号
）
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
は
五
章
迄
が
発
表
済
み
で
あ
っ
た
が
、
執
筆
計
画
の
大
枠
は
整
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
五
章
発
表
以
降
は
、
未
完
成
の
示
唆
と
、
執
筆
中
の
章
で
抱
え
て
い
る
難
問
に
関
す
る
現
状
報
告
が
増
す
。
九
章
が
い
ち
ば
ん
難
し
い
。
先
ほ
ど
言
っ
た
無
出
現
と
未
出
現
の
差
だ
け
で
も
も
の
す
ご
く
難
し
く
て
、
三
年
近
く
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
。
青
服
の
と
こ
ろ
で
。
ど
う
に
も
う
ま
く
ゆ
き
ま
せ
ん
。
私
は
、
い
ま
、
無
限
大
の
道
を
歩
き
な
が
ら
話
し
あ
い
つ
づ
け
て
いるヘラクレイトスとデモクリトスの対話を、『死霊一八
章
の
な
か
の
一
挿
話
と
し
て
書
い
て
い
る
。
遅
々
と
し
て
進
ま
ぬ
、
極
め
て
困
難
の
作
業
で
あ
る
。
（「動かされぬ駒」『毎日新聞』一九八五年八月五日夕刊）
（
…
…
）
三
輪
家
の
四
人
兄
弟
が
そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
内
面
を
告
白
す
る
思
想
的
な
内
容
が
ぼ
く
に
と
っ
て
と
て
も
難
し
く
て
、
そ
の
思
想
的
課
題
を
考
え
て
い
る
だ
け
で
さ
っ
ぱ
り
進
ま
な
い
。
（座談会「思索的渇望の世界」『海』一九七五年一一月号）
作
品
内
の
数
々
の
観
念
的
な
部
分
は
難
所
で
あ
っ
た
が
、
先
に
人
物
の
行動や配置の綿密な設定が築かれていた。「いちばん難しい」
と
吐
露
し
た
九
章
で
も
、
津
田
安
寿
子
の
誕
生
会
の
出
席
者
や
席
順
は
、
早
く
か
ら
決
定
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
と
こ
ろ
で
、
『
死
霊
』
の
執
筆
に
は
膨
大
な
時
間
を
費
し
た
が
、
作
品
発表が拙速に陥らなかったのは、編集者の理解の賜物であろう。
し
か
し
、
次
の
指
摘
の
よ
う
に
、
大
半
の
作
家
に
と
っ
て
は
実
情
が
異
な
る。 埴
谷
雄
高
が
『
死
霊
』
に
対
し
て
行
な
っ
た
自
己
解
説
は
、
発
表
済
み
の
内
容
の
解
説
と
続
篇
の
構
想
の
説
明
に
二
分
出
来
る
。
次
の
文
章
に
あ
る
よ
う
に
、
日
常
生
活
で
も
続
章
の
構
成
を
語
っ
て
い
た
。
埴
谷
さ
ん
は
『
死
露
』
の
書
か
れ
て
し
ま
っ
た
部
分
で
は
な
く
、
執
筆
中
の
、
あ
る
い
は
構
想
中
の
部
分
に
つ
い
て
よ
く
話
し
た
。
六
章
執
筆
中
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
と
つ
ぜ
ん
紙
と
鉛
筆
を
と
り
だ
し
て
ポ
ー
ト
の
平
面
図
を
描
き
、
こ
こ
に
津
田
夫
人
が
つ
か
ま
っ
て
い
て
、
こ
こ
に
黒
川
建
吉
が
い
て
、
と
例
の
隅
田
川
と
お
ぼ
し
き
河
の
真
ん
中
で
転
覆
し
た
ポ
ー
ト
の
情
景
を
懇
切
に
解
説
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
（栗原幸夫「頁死霊》了』を考える」『埴谷雄高全集』第一
五
巻
月
報
一
五
、
講
談
社
、
二
○
○
○
年
七
月
）
（対談『生老病死』、三輪書店、一九九四年一二月）
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例
え
ば
、
｜
月
と
七
月
に
発
表
さ
れ
る
高
名
な
文
学
賞
を
受
賞
し
た
若
手
・
中
堅
作
家
は
、
数
多
の
取
材
や
執
筆
依
頼
の
攻
勢
に
見
舞
わ
れ
る
。
ま
た
、
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」
（
講
談
社
、
一
九
八
七
年
九
月
）
の
よ
う
に
、
作
品
が
驚
異
的
な
発
行
部
数
を
記
録
し
た
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
或
い
は
、
『
８
月
の
果
て
』
（
新
潮
社
、
二
○
○
四
年
八
月
）
の
よ
う
に
、
作
品
が
成
熟
す
る
以
前
に
新
聞
連
載
が
打
ち
切
り
と
な
り
、
掲
載
先
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
例
も
あ
る
。
だ
が
、
埴
谷
雄
高
の
場
合
、
五
章
か
ら
の
『
死
霊
』
を
、
『
群
像
」
が
不
定
期
に
掲
載
し
続
け
た
。
五
章
の
本
格
的
な
執
筆
が
始
ま
る
前
に
は
、
講
談
社
が
社
の
施
設
を
提
供
し
て
い
る
。
「
群
像
』
の
歴
代
の
担
当
編
集
者
に
対
す
る
感
謝
を
述
べ
た
文
章
も
あ
る
今
超
緩
速度」「群像』一九八六年一○月号）。
在
り
し
日
の
埴
谷
雄
高
と
親
交
が
あ
り
、
対
談
も
行
な
っ
た
大
江
健
三
郎
が
、
自
己
の
構
想
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
発
言
を
し
て
い
る
。
、
、
、
、
小
説
と
い
う
●
も
の
は
、
じ
つ
は
こ
う
い
う
あ
ら
す
じ
に
よ
っ
て
先
の
先
ま
で
構
想
す
る
の
が
い
い
と
は
限
ら
な
い
ん
で
す
。
私
の
経
験
で
は
む
し
ろ
逆
で
す
。
す
ぐ
先
の
展
開
ま
で
し
か
構
想
し
な
い
で
、
実
際
に
は
、
毎
日
、
少
し
ず
つ
細
部
を
し
っ
か
り
作
り
あ
げ
て
、
確
「
今
の
日
本
の
社
会
は
、
作
家
が
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
、
精
神
を
集
中
し
て
、
ひ
と
つ
の
作
品
を
熟
成
さ
せ
る
の
に
は
、
構
造
的
に
向
い
て
い
な
い
」
と
い
う
の
は
お
そ
ら
く
だ
れ
の
目
に
も
明
ら
か
な
事
実
で
し
ょ
う
。
（村上春樹『若い読者のための短編小説案内」、文藝春秋、
（村上春樹『若い詩
一九九七年一○月）
構
想
の
大
き
な
枠
組
み
を
組
み
立
て
た
う
え
で
、
細
部
を
練
る
の
が
埴
谷雄高の執筆方法であって、右の意見とは些か異なる。『死霊』
「
自
序
」
で
釈
迦
と
大
雄
の
対
時
を
述
べ
た
の
は
、
結
末
部
の
固
定
化
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
完
結
の
た
め
の
障
壁
に
化
し
た
－
面
は
否
定
出
来
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
作
品
の
随
所
で
、
悼
尾
へ
の
道
筋
か
ら
迂
回
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
嘗
て
吉
本
隆
明
は
埴
谷
雄
高
に
、
伊
豆
に
篭
っ
て
『
死
霊
』
を
完
成
さ
せ
る
よ
う
に
勧
め
た
。
戦
時
下
に
行
な
っ
た
「
偉
大
な
る
憤
怒
の
書
」
の
翻
訳
を
、
伊
豆
の
温
泉
旅
館
に
て
二
十
数
日
で
仕
上
げ
た
と
明
か
し
た
埴
谷
雄
高
の
発
言
を
受
け
て
の
勧
告
で
あ
っ
た
。
以
上
の
点
を
鑑
み
れ
ば
、
「
死
霊
』
の
進
行
は
頗
る
難
渋
し
た
が
、
作
品
を
取
り
巻
く
環
境
に
は
恵
ま
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
彼
の
思
想
は
変
化
し
な
い
が
ゆ
え
に
、
時
代
状
況
に
即
応
し
え
な
い
と
い
う
弱
み
を
も
つ
。
と
同
時
に
そ
の
つ
ど
の
社
会
的
な
い
し
は
思
想
的
な
短
期
変
動
に
左
右
さ
れ
な
い
強
み
を
も
あ
わ
せ
も
つ
。
（鹿島徹前掲書）
実
な
言
葉
を
書
き
込
ん
で
行
く
、
と
い
う
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ません。
（大江健三郎「『夢を見る人』のタイムマシン」「「話して考
え
る
」
と
「
書
い
て
考
え
る
」
」
所
収
、
集
英
社
、
二
○
○
四
年
一
○
月
傍
点
原
文
）
｜’
7０
Hosei University Repository
埴谷雄高『死霊」論 その構想の検討
津
田
安
寿
子
の
内
面
の
急
激
な
成
長
は
、
時
代
の
変
化
と
通
底
す
る
。
八章の発表は、「群像』一九八六年九月号である。この年は、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
施
行
や
日
本
社
会
党
で
土
井
た
か
子
が
委
員
長
確
か
に
、
「
死
霊
』
に
は
時
代
の
直
接
的
反
映
が
み
ら
れ
な
い
。
八
章
は
、
津
田
安
寿
子
を
前
面
に
押
し
出
し
て
お
り
、
三
輪
与
志
ら
四
兄
弟
が
全
く
姿
を
見
せ
な
い
唯
一
の
章
で
あ
る
。
島
弘
之
「
事
後
承
諾
を
拒
む
小
説
ｌ
「
死
霊
」
に
つ
い
て
」
一
「
早
稲
田
文
学
」
一
九
八
八
年
五
月
号
）
で
は
、
「
女
性
を
無
知
の
権
化
と
し
て
捉
え
る
か
の
よ
う
な
性
向
が
埴
谷
雄
高
に
は
見
受
け
ら
れ
る
」
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
埴
谷
雄
高
も
自
覚
し
て
い
た
。
僕
の
小
説
は
、
女
性
に
色
気
が
な
い
色
気
が
な
い
と
言
わ
れ
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
、
本
当
に
女
性
に
つ
い
て
は
ダ
メ
な
ん
で
す
よ
。
し
か
も
、
控
え
め
で
男
を
横
か
ら
鼓
舞
す
る
女
性
ば
か
り
登
場
し
て
、
現
在
の
「
自
立
」
型
女
性
の
発
展
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
ま
っ
た
く
な
い。ただ男だけがしゃべりにしゃべってばかりいて。いく
ら
津
田
安
寿
子
が
最
後
に
形
而
上
存
在
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
以
前
の
扱
い
方
が
と
て
も
悪
す
ぎ
て
、
女
性
の
読
者
に
は
非
常
に
う
ら
ま
れ
る
わ
け
な
ん
で
す
。
（二死霊」の展開」）
白
川
正
芳
君
が
僕
の
こ
と
を
論
じ
て
い
る
中
で
、
女
性
の
愛
に
寄
せ
る
夢
想
が
僕
に
ま
っ
た
く
欠
け
て
る
の
が
欠
点
だ
と
い
っ
て
ま
す
が
…
…
そ
の
と
お
り
で
す
。
（弓死霊』の発想と未来像」）
続
く
九
章
で
も
、
津
田
安
寿
子
は
自
ら
の
誕
生
会
の
主
賓
と
し
て
躍
動
的
に
振
る
舞
う
ば
か
り
で
な
く
、
作
品
の
核
心
を
追
求
す
る
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。
津
田
安
寿
子
の
重
用
は
、
当
初
の
構
想
に
は
な
か
っ
た
展
開
で
あ
ろ
う
が
、
作
品
の
暇
疵
の
訂
正
に
も
な
っ
た
。
付
言
す
れ
ば
、
女
性
へ
の
焦
点
化
に
よ
っ
て
、
作
品
の
奥
行
き
が
深
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
作
品
の
深
化
を
考
え
る
際
に
は
、
中
断
期
間
に
発
表
し
た
夢
に
関
す
る
短
篇
群
や
政
治
評
論
と
の
関
連
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
途
絶
期
の
文
学
活
動
は
、
川
西
政
明
『
謎
解
き
「
死
霊
」
論
』
（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
六
年
一
○
月
）
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
四
章
迄
と
五
章
以
降
の
差
異
を
探
る
上
で
の
手
掛
か
り
を
含
ん
で
い
る
。
短篇集『闇のなかの黒い馬』は、『死霊』から派生した夢の
作品群である。他の短篇『洞窟』『意識』『虚空』『深淵』も、
『
死
霊
』
の
主
題
と
連
関
の
強
い
要
素
を
内
包
し
つ
つ
、
一
方
で
は
、
一
個
の
作
品
と
し
て
独
立
し
て
い
る
。
埴
谷
雄
高
の
創
作
活
動
に
於
い
て
は
、
に
就
任
す
る
な
ど
、
女
性
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
す
る
兆
し
を
見
せ
て
い
た
。
埴
谷
雄
高
が
、
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
を
自
覚
的
に
取
り
入
れ
た
と
は
思
え
な
い
。
し
か
し
、
三
輪
与
志
が
独
白
す
る
と
さ
れ
る
最
後
の
場
面
を
、
津
田
安
寿
子
が
理
解
す
る
た
め
の
布
石
を
打
っ
た
の
が
八
章
で
あ
り
、
そ
の
内
容
と
時
代
状
況
に
一
致
す
る
点
が
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
女
性
が
男
性
と
対
等
な
も
の
と
し
て
存
在
し
な
い
人
間
の
集
団
は
、
文
芸
作
品
と
し
て
根
本
的
に
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
。
女
性
な
し
の
人
間
群
は
、
真
の
人
間
群
で
は
な
い
。
（伊藤整『改訂文学入門」、光文社、一九五四年一○月）
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『
死
霊
』
五
章
と
は
、
夢
の
短
篇
群
と
政
治
評
論
の
融
合
で
あ
る
と
要
約出来る。以降の章にも、夢を扱った箇所は複数あるのだが、
唯
一
の
長
篇
が
主
体
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
短
篇
も
、
『
死
霊
』
の
構
想
を
源
と
す
る
産
物
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
短
篇
で
は
、
「
夢
魔
」
の
出
現
方
法
の
試
用
や
、
夢
を
媒
介
に
し
て
存
在
に
迫
る
な
ど
、
多
様
な
文
学
実
験
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
『
深
淵
」
に
於
い
て
、
前
衛
党
内
部
に
生
じ
た
階
級
制
度
を
批
判
す
る
箇
所
は
、
五
章
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
三
輪
高
志
の
自
己
告
白
に
繋
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
『
闇
の
な
か
の
黒
い
馬
』
は
、
『
死
霊
』
五
章
の
準
備
期
間
に
あ
た
る
時
期
の
作
品
で
あ
り
、
七
章
に
於
い
て
首
猛
夫
の
夢
の
な
か
で
矢
場
徹
吾
が
独
白
す
る
工
夫
を
編
み
出
す
契
機
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
続
く
八
章
で
亡
き
尾
木
節
子
の
顔
の
輪
郭
が
宙
空
に
浮
か
び
上
が
る
場
面
も
、
『
神
の
白
い
顔
』
で
用
い
た
着
想
に
近
し
い
。
中
断
期
の
文
学
活
動
の
二
極
は
、
夢
を
主
題
に
し
た
短
篇
と
政
治
評
論
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
発
表
し
た
政
治
評
論
に
関
す
る
自
己
解
説
が
あ
る
。
政
治
に
つ
い
て
の
私
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
よ
く
い
え
ば
、
一
種
理
想
主
義
的
な
本
質
論
で
、
端
的
に
い
え
ば
、
私
自
身
の
嘗
て
の
体
験
を
櫨
過
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
こ
ろ
の
机
上
の
空
論
で
あ
っ
て
、
し
か
も
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
一
種
文
学
的
な
視
点
と
構
造
を
も
っ
た
極
め
て
非
具
体
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
種
類
の
政
治
の
さ
ら
に
極
端
化
し
た
一
種
凝
集
圧
搾
さ
れ
た
か
た
ち
は
『
死
霊
』
の
な
か
に
も
幾
つ
か
と
り
こ
ま
れ
る
筈
で
あ
っ
た
。
（「回復期の仕事」『文藝』一九七七年六月号）
平
野
謙
に
語
っ
た
『
死
霊
」
の
原
型
と
、
荒
正
人
に
説
い
た
「
亡
霊
宇
宙
」
は
、
こ
の
時
点
で
は
未
だ
別
個
の
発
想
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
は
、
い
わ
ば
異
次
元
の
宇
宙
の
比
倫
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
当
死
霊
』
五
章
で
は
、
意
識
や
存
在
の
新
た
な
様
式
を
問
う
た
め
に
創
案
し
た
別
の
宇
宙
と
い
う
具
体
的
な
意
義
を
持
つ
に
至
る
。
天
文
学
の
専
門
書
を
読
ん
で酒養し、さらには独自に案出した宇宙論を取り入れた『死霊』
は
、
構
想
が
膨
張
し
、
長
編
と
し
て
展
開
す
る
。
最
終
章
と
な
っ
た
九
章
に
は
、
宇
宙
的
な
雰
囲
気
が
充
溢
し
て
お
り
、
半
世
紀
近
く
書
き
続
け
た
政
治
と
夢
の
双
方
を
一
つ
の
章
で
取
り
上
げ
た
の
は
、
五
章
の
み
で
あ
っ
た
。
埴
谷
雄
高
は
、
自
身
の
短
篇
を
低
く
位
置
付
け
て
い
る
も
の
の
『
死
霊』との関係で捉えた場合、その重要性が浮かび上がってくる。
五
章
以
降
の
「
死
霊
』
は
、
「
存
在
の
革
命
」
に
主
眼
が
置
か
れ
た
た
め
に
、
政
治
的
言
説
は
影
を
潜
め
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
存
在
の
革
命
」
を
成
し
遂
げ
た
と
さ
れ
る
世
界
が
、
そ
の
五
章
で
示
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
内
実
は
「
亡
霊
宇
宙
」
に
過
ぎ
な
い
と
三
輪
高
志
が
看
破
す
る
。
こ
の
他
に
も
、
作
品
の
随
所
で
宇
宙
に
関
す
る
語
彙
が
頻
出
す
る
。
戦
時
下
の
埴
谷
雄
高
は
、
荒
正
人
と
と
も
に
、
天
文
学
と
探
偵
小
説
に
つ
い
て
談
義
し
た
と
い
う
。
こ
の
宇
宙
の
そ
と
に
こ
の
宇
宙
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
亡
霊
宇
宙
が
あ
っ
て
、
永
遠
と
永
遠
の
あ
い
だ
を
漂
っ
て
い
る
と
い
う
説
を
私
は
も
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
莊
洋
た
る
イ
メ
ー
ジ
を
展
開
す
る
と
、
彼
は
そ
の
亡
霊
宇
宙
と
い
う
言
葉
が
す
っ
か
り
気
に
い
っ
た
。
（「異常児荒正人」『新潮」一九五六年五月号）
7２
Hosei University Repository
埴谷雄高ｉ死瀧」論 その構想の検
『
死
霊
」
も
同
様
で
、
二
つ
の
出
版
社
（
真
善
美
社
、
近
代
生
活
社
）
の
経
営
難
に
拍
車
を
掛
け
た
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
読
者
の
数
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
『
死
霊
」
一
～
三
章
を
収
録
し
た
『
全
集
現
代
文
『
死
霊
』
ば
か
り
で
な
く
自
身
の
宇
宙
論
の
集
大
成
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
き
、
宇
宙
論
の
発
展
が
作
品
に
及
ぼ
し
た
影
響
も
見
過
ご
せ
な
い
の
で
あ
る
。
埴
谷
雄
高
の
宇
宙
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て述べたい。
夢
の
短
篇
や
政
論
評
論
、
宇
術
論
が
、
『
死
霊
』
の
構
想
を
大
き
く
変
化
さ
せ
た
と
は
い
え
な
い
が
、
し
か
し
、
着
想
の
細
部
の
具
体
化
に
は
貢
献
し
た
と
い
え
よ
う
。
特
集
「
文
学
と
人
生
」
の
企
画
さ
れ
た
『
思
想
の
科
学
』
一
九
五
四
年
○
月
号
に
つ
い
て
、
次
の
意
見
が
あ
る
。
所
収
、
有
精
堂
出
版
、
一
九
七
三
年
）
『
風
媒
花
」
『
真
空
地
帯
』
『
火
の
烏
』
に
つ
い
て
は
大
衆
の
文
学
批
評
と
、
そ
れ
に
た
い
す
る
作
家
の
回
答
が
併
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
露
呈
さ
れ
て
い
る
の
は
、
専
門
家
の
意
見
と
大
衆
の
生
活
感
覚
と
の
ほ
と
ん
ど
決
定
的
な
落
差
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
家
の
代
表
作
で
あ
り
、
戦
後
文
学
史
を
飾
る
こ
れ
ら
の
名
作
は
、
庶
民
の
読
者
か
ら
拒
絶
反
応
を
持
っ
て
迎
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
（
前
田
愛
「
読
者
論
小
史
」
、
書
き
下
ろ
し
、
『
近
代
読
者
の
成
立
』
￣
■■■■■■■■■■
埴
谷
雄
高
の
場
合
、
座
談
会
や
対
談
な
ど
で
、
感
銘
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
『
死
霊
』
論
や
埴
谷
雄
高
論
の
紹
介
を
行
な
っ
た
例
が
あ
る
。
逆
に
、
埴
谷
雄
高
自
身
が
文
芸
時
評
を
手
掛
け
た
時
期
も
あ
り
、
作
家
の
創
作
意
欲
を
刺
激
し
た
で
あ
ろ
う
。
「
氏
は
新
人
た
ち
に
そ
の
作
品
に
つ
い
て
批
学
の
発
見
』
第
七
巻
や
『
埴
谷
雄
高
作
品
集
」
第
一
巻
（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
一
年
三
月
）
は
、
好
調
な
売
れ
行
き
で
あ
っ
た
と
い
う
。
『
全
集
現
代
文
学
の
発
見
」
第
七
巻
の
旧
版
の
帯
に
は
、
「
ま
ぼ
ろ
し
の
名
作
埴
谷
雄
高
・
死
霊
」
と
あ
る
。
希
少
価
値
ゆ
え
の
好
評
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
死
霊
』
は
読
み
継
が
れ
て
い
る
。
二
○
○
三
年
刊
行
の
講
談
社
文
芸
文
庫
版
も
、
新
た
な
読
者
を
得
た
。
と
こ
ろ
で
、
筒
井
康
隆
「
作
家
に
と
っ
て
の
よ
い
文
芸
評
論
と
は
」
ｓ
噂
の
真
相
」
一
九
九
一
年
七
月
号
）
に
、
以
下
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
。
作
家
に
と
っ
て
、
や
は
り
よ
い
文
芸
評
論
と
い
う
の
は
、
本
人
も
気
づ
か
な
か
っ
た
よ
う
な
無
意
識
の
意
図
を
喚
起
さ
せ
、
新
た
な
テ
ー
マ
を
見
つ
け
て
書
く
気
を
起
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
で
な
く
て
は
ならない。（中略）
も
と
よ
り
評
論
は
論
じ
ら
れ
る
作
家
の
た
め
だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
し
か
し
事
実
と
し
て
、
こ
の
よ
う
に
作
品
の
隠
れ
た
テ
ー
マ
を
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
幸
福
な
作
家
が
、
よ
い
作
品
を
書
く
上
で
、
そ
う
で
な
い
作
家
よ
り
幾
倍
も
有
利
で
あ
る
こ
と
は
確
か
な
こ
と
だ
。
ｎ
分
が
見
失
い
、
あ
る
い
は
意
識
化
し
て
い
な
か
っ
た
意
図
が
顕
在
化
さ
れ
た
時
、
作
家
は
さ
ら
に
前
進
で
き
そ
う
な
道
を
発
見
す
る
の
で
あ
る
。
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評
す
る
と
き
、
殆
ど
欠
点
を
指
摘
さ
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
な
ん
と
か
か
す
か
に
で
も
あ
る
良
い
点
を
の
ば
そ
う
と
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
（
北
杜
夫
「
わ
た
く
し
事
」
『
近
代
文
学
」
終
刊
号
、
一
九
六
四
年
八
月
）
と
いう証言がある。
読
者
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
埴
谷
雄
高
に
は
、
「
迷
路
の
な
か
の
継
走
者
ｌ
読
者
に
つ
い
て
ｌ
」
（
『
近
代
文
学
」
’
九
五
五
年
六
月
号
）
と
い
う
読
者
論
が
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
自
分
と
同
じ
思
考
で
は
な
い
者
を
排
除
す
る
た
め
に
作
品
を
複
雑
化
し
た
が
、
一
方
で
、
少
数
の
同
調
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
工
夫
を
も
施
し
た
と
い
う
。
そ
れ
ら
の
具
体
的
な
箇
所
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
が
、
例
え
ば
、
一
章
に
於
い
て
、
首
猛
夫
が
矢
場
徹
吾
の
病
室
を
問
い
質
し
た
場
面
や
、
三
輪
高
志
と
与
志
が
首
猛
夫
や
矢
場
徹
吾
と
兄
弟
で
あ
る
と
の
示
唆
な
ど
が
、
「
一
筋
の
糸
の
は
し
」
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
欧
州
旅
行
の
直
前
に
、
対
談
で
詳
し
い
構
想
を
公
表
し
た
埴
谷
雄
高
を
、
本
多
秋
五
が
批
判
し
て
い
る
。
「
そ
こ
ま
で
話
し
て
聞
か
せ
る
の
は
、
埴
谷
雄
高
の
例
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス
過
剰
で
あ
る
。
そ
こ
で
ム
ッ
と
沈
黙
し
て
ほ
し
か
っ
た
」
と
述
べ
た
上
で
、
「
こ
の
対
談
は
、
彼
の
旅
行
直
前
に
行
な
わ
れ
た
も
の
だ
か
ら
、
長
い
海
外
旅
行
の
途
中
、
も
し
万
一
の
こ
と
が
あ
っ
たら、と考えて彼はそこを語ったのだろうか」（「「死霊』入門」
「
日
本
文
学
全
集
第
八
四
巻
埴
谷
雄
高
・
堀
田
善
衞
』
解
説
、
集
英
社
、
も
し
一
筋
の
糸
の
は
し
を
掴
め
ば
、
訳
の
解
ら
ぬ
私
の
迷
路
は
忽
ち
に
し
て
障
壁
が
た
た
み
こ
ま
れ
て
全
体
が
見
渡
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
構
造
に
仕
上
げ
た
の
で
あ
る
。
一
九
六
八
年
一
一
月
）
と
推
察
し
て
い
る
。
埴
谷
雄
高
は
、
そ
れ
か
ら
二
十
数
年
経
っ
て
も
、
「
で
き
な
い
の
に
、
予
定
ば
か
り
答
え
て
い
る
か
ら
、
本
多
秋
五
に
は
怒
ら
れ
ま
す
ね
」
（
「
生
命
・
宇
宙
・
人
類
己
と
、
過
去
の
非
難
を
持
ち
出
し
て
い
る
。
構
想
の
発
表
は
、
し
か
し
、
「
サ
ー
ヴ
ィ
ス
過
剰
」
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
少
数
の
読
者
に
向
け
た
。
筋
の
糸
の
は
し
」
で
も
あ
ろ
う
。
埴
谷
雄
高
が
規
定
す
る
理
想
的
な
「
読
者
」
と
は、即ち、「期待の地平」臼・罰・ヤウス『挑発としての文学史」、
一
九
七
○
年
）
に
立
つ
読
者
で
あ
る
。
『死霊』及び埴谷雄高研究の本格的な暁鐘が鳴ったのは、一
九
六
○
年
代
後
半
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
「
埴
谷
雄
高
論
が
盛
ん
に
な
る
の
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
、
政
治
思
想
家
と
し
て
畏
怖
ざ
れ
大
き
な
存
在
と
な
り
始
め
る
安
保
闘
争
時
の
昭
和
三
四
、
五
年
頃
」
（
石
崎
等
「
埴
谷
雄
高
」
「
國
文
學
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
一
九
七
三
年
一
二
月
号
）
と
い
う
指
摘
が
あ
る
が
、
そ
の
当
時
は
、
「
政
治
思
想
家
」
の
側
面
に
重
点
を
置
い
た
研
究
が
大
半
で
、
作
家
と
し
て
の
活
動
を
追
究
し
た
論
考
は
多
く
は
な
い
。
一
九
六
○
年
代
後
半
の
白
川
正
芳
『
埴
谷
雄
高
論
」
（
書
騨
深
夜
叢
書
、
一
九
六
七
年
六
月
）
と
森
川
達
也
『
埴
谷
雄
高
論
』
（
審
美
社
、
一
九
六
八
年
九
月
）
の
上
梓
に
よ
っ
て
、
埴
谷
雄
高
の
包
括
的
な
研
究
が
始
ま
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
直
後
、
菅
谷
規
矩
雄
『
無
言
の
現
在
詩の原理あるいは埴谷雄高論」（イザラ書房、一九七○年五月）、
立
石
伯
「
埴
谷
雄
高
の
世
界
』
（
講
談
社
、
一
九
七
一
年
七
月
）
な
ど
が
続いた。埴谷雄高の側でも、『埴谷雄高作品集」（河出書房新社）
が
刊
行
さ
れ
、
研
究
の
促
進
の
一
助
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
頃
か
ら
埴
谷
雄
高
は
、
『
死
霊
」
の
構
想
を
随
所
で
述
べ
始
め
る
。
相
次
ぐ
研
究
書
の
刊
行
が
作
家
に
如
何
な
る
影
響
を
与
え
た
の
か
は
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その榊想の検討埴谷雄高ｉ死霊ｊ論
既
に
述
べ
た
と
お
り
、
「
死
霊
」
は
未
完
成
に
終
わ
っ
た
が
、
一
○
章
以降の計画も伝わっている（川西政明『謎解き「死霊」論芒。
作
品
の
最
重
要
箇
所
に
な
り
得
た
と
想
定
さ
れ
る
三
輪
与
志
の
自
己
告
白
な
ど
は
、
実
際
に
は
書
か
れ
な
か
っ
た
と
は
い
え
興
味
深
い
内
容
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
時
に
、
「
死
霊
』
の
果
て
し
な
い
広
が
り
を
も
示
し
て
い
る
。
埴谷雄高は、「アンケート」（『文藝』一九六三年一○月号）に
於
け
る
「
『
死
霊
」
完
結
の
予
定
は
？
」
の
問
い
に
、
「
死
ぬ
ま
で
に
。
で
き
ね
ば
『
紅
楼
夢
』
の
ご
と
く
誰
か
に
の
り
う
つ
っ
て
続
け
さ
せ
る
予
定
。
こ
れ
即
ち
死
霊
の
「
死
霊
』
」
と
答
え
て
い
た
。
そ
れ
は
不
可
能
だ
が
、
九
章
で
閉
じ
た
『
死
霊
』
は
、
数
々
の
思
考
実
験
を
凝
集
さ
せ
た
ま
ま
、
「一筋の糸のはし」を延ばし続けている。
者
の
増
加
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
究
の
進
展
に
は
、
連
動
性
を
見
出
せ
る
。
計
り
知
れ
な
い
が
、
続
篇
の
構
想
を
盛
ん
に
公
表
し
た
背
景
に
は
、
理
解
者
の
増
加
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
作
品
の
謄
灸
と
研
（
た
な
く
ゆ
う
す
け
・
博
士
後
期
課
程
三
年
）
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